
32農業経営者 2021 年 9 月号

藻谷  浩介

令
和
の
日
本
に
は
、
幕
末
と
似
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。

幕
末
の
日
本
は
、
欧
米
に
比
べ
平
和

で
衛
生
的
で
、
庶
民
文
化
も
爛
熟
し
て

い
た
が
、
身
分
制
度
と
前
例
踏
襲
主
義

に
縛
ら
れ
、
身
分
の
低
い
大
多
数
を
人

材
と
し
て
生
か
せ
ず
、
産
業
革
命
と
い

う
技
術
革
新
に
も
決
定
的
に
立
ち
遅
れ

て
い
た
。

令
和
の
日
本
も
、
平
和
で
衛
生
的
で

（
た
と
え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
人
口
当
た

り
死
者
数
は
欧
米
の
十
数
分
の
１
だ
）、

庶
民
文
化
も
爛
熟
し
て
い
る
。
し
か
し

身
分
制
度
と
前
例
踏
襲
主
義
に
縛
ら

れ
、
若
者
や
女
性
の
人
材
力
発
揮
と
、

デ
ジ
タ
ル
面
で
の
技
術
革
新
に
立
ち
遅

れ
つ
つ
あ
る
。

令
和
の
日
本
の

「
身
分
」と
は
、性
別
、

学
歴
、
年
齢
、
正
規・

非
正
規
の
区
分
、
会

社
の
親
子
関
係
、
親

か
ら
継
ぐ
地
位
や
財

産
な
ど
だ
。
本
人
の

素
の
実
力
と
無
関
係

な
こ
れ
ら
形
式
基
準

が
、
ま
る
で
江
戸
時

代
の
“
身
分
”
の
よ

う
に
組
織
を
縛
り
、

地
位
と
実
力
の
不
一

致
が
、
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

幕
末
の
上
級
武
士
た
ち
は
、
20
年
後

の
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
が
百
姓
や
下
級
武

士
出
身
の
若
者
た
ち
に
完
全
に
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
想
像
で
き

な
か
っ
た
。
今
ま
で
の
日
本
で
そ
れ
な

り
に
う
ま
く
や
っ
て
き
た
中
高
年
層

が
、
若
者
や
女
性
が
主
導
す
る
組
織
や

地
域
社
会
を
想
像
で
き
な
い
の
も
当
然

だ
ろ
う
。

だ
が
身
分
制
度
を
守
り
デ
ジ
タ
ル
化

に
抵
抗
す
る
高
齢
世
代
の
方
が
、
先
に

世
を
去
る
運
命
で
あ
っ
て
、
次
世
代
に

よ
る
変
化
は
止
め
ら
れ
な
い
。
農
業
と

い
う
、
伝
統
的
で
保
守
的
な
世
界
で
も

同
じ
だ
。

農
家
の
子
弟
と
い
う
「
身
分
」
を
持

た
な
い
若
者
た
ち
が
、
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し

て
農
業
に
挑
戦
す
る
、
山
形
県
鶴
岡
市

月
山
高
原
。
農
業
×
若
者
×
Ｉ
Ｔ
が
も

た
ら
す
ノ
ウ
ハ
ウ
の
爆
発
的
進
化
の
先

に
、
ま
だ
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
未
来

が
見
え
始
め
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
危
機
を「
見
え
る
化
」し

農
地
集
約
を
推
進

山
形
県
鶴
岡
市
は
、
広
大
な
水
田
単

作
地
帯
で
あ
る
庄
内
平
野
の
南
３
分
の

１
ほ
ど
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
連
載
の

前
回
で
紹
介
し
た
、
山
形
大
学
農
学
部

も
位
置
す
る
。
だ
が
市
内
南
東
部
の
、

旧
羽
黒
町
の
南
部
に
あ
た
る
一
帯
に
は
、

標
高
２
０
０
ｍ
前
後
の
台
地
が
連
な
っ

て
お
り
、
水
田
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

畑
作
や
畜
産
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
台
地
は
修
験
道
の
霊
場
で
あ
る

出
羽
三
山
の
主
峰
、
月
山
の
裾
野
に
あ

た
っ
て
お
り
、
月
山
高
原
と
総
称
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
月
山
高
原
の
中
に
、「
月
山
ろ

く
11

-

３
団
地
」
と
呼
ば
れ
る
、
92

ha

の
畑
作
地
が
あ
る
。
出
羽
三
山
の
一
つ

で
国
宝
の
五
重
塔
の
残
る
羽
黒
山
か

農
業
×
若
者
×
Ｉ
Ｔ
が

爆
発
的
進
化
を
遂
げ
る
月
山
高
原
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スマート・テロワールの実践者たち 第 7回

ら
、
３
㎞
ほ
ど
の
場
所
だ
。
戦
後
に
開

拓
さ
れ
、
農
業
者
に
分
譲
さ
れ
た
農
地

で
、
地
区
内
に
住
居
は
な
く
、
そ
の
後

の
相
続
を
経
て
所
有
者
は
多
数
に
分
か

れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
農
業
に
は
、
大
き
く
二
つ

の
課
題
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
後
継
者

の
な
い
農
地
が
、
遠
か
ら
ず
発
生
し
て

く
る
見
込
み
で
あ
っ
た
こ
と
。
二
つ
目

は
連
作
障
害
へ
の
対
処
だ
。
い
ず
れ
も
、

個
々
の
農
家
が
個
別
に
対
応
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
踏
み
込
ん
だ
連
携
が
必

要
だ
っ
た
が
、
大
き
く
事
態
が
動
い
た

の
は
２
０
１
９
年
、
鶴
岡
市
農
業
委
員

会
羽
黒
分
室
と
（
一
社
）
山
形
県
農
業

会
議
を
事
務
局
に
、
地
区
の
農
家
を
集

め
て
「
月
山
高
原
活
性
化
戦
略
会
議
」

が
組
成
さ
れ
て
か
ら
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

話
を
前
に
動
か
す
鍵
と
な
っ
た
の
は
、

事
務
局
に
地
場
の
非
農
業
会
社
２
社
を

加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
図

情
報
）
技
術
を
持
つ
㈲
佐
藤
測
量
設
計

事
務
所
と
、
鶴
岡
市
で
タ
ウ
ン
情
報
を

発
信
す
る
㈱
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
。

事
務
局
は
ま
ず
各
農
家
に
、
今
後
の

規
模
拡
大
な
い
し
縮
小
、
あ
る
い
は
離

農
の
意
向
な
い
し
見
通
し
を
ア
ン
ケ
ー

ト
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
区
内
に
は
後

継
者
の
い
な
い
高
齢
農
業
者
も
多
く
、

「
５
年
後
に
は
地
区
の
３
分
の
１
に
あ

た
る
31

ha
が
非
耕
作
地
に
な
る
可
能
性

あ
り
」
と
の
結
果
が
出
た
。
他
方
で
中

心
的
な
経
営
体
38
の
う
ち
、
規
模
拡
大

を
目
指
す
も
の
も
３
つ
あ
っ
た
。

事
務
局
に
加
わ
っ
た
佐
藤
測
量
設
計

事
務
所
の
取
締
役
業
務
部
長
・
岡
部
勝

彦
氏
は
、
上
空
か
ら
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影

し
た
地
区
の
写
真
画
像
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
加

工
し
、
ど
の
畑
を
耕
作
し
て
い
る
の
は

何
歳
の
農
業
者
な
の
か
、
10
年
後
は
ど

う
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
を
、

一
目
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
「
見
え
る

化
」
し
た
。

そ
れ
を
用
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
農
業
者
の
間
に

個
人
個
人
の
利
害
を
越
え
た
危
機
感
が

共
有
さ
れ
、
20
年
初
頭
に
は
、
農
地
中

間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地
流
動
化

が
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
略
会
議

開
始
か
ら
合
意
形
成
ま
で
９
カ
月
と
い

う
迅
速
な
動
き
だ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け

て
実
際
に
農
地
を
集
約
す
る
作
業
は
、

20
年
９
月
よ
り
着
手
さ
れ
、
現
在
ま
で

に
13

ha
で
実
現
し
て
い
る
。

戦
略
会
議
で
は
同
時
に
、
月
山
や
羽

黒
山
な
ど
の
周
辺
観
光
地
と
も
連
携

し
、
観
光
農
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
も

合
意
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
農
業
者

に
観
光
業
者
や
地
元
女
性
有
志
な
ど
を

加
え
た
「
月
山
高
原
活
性
化
検
討
チ
ー

ム
」
が
設
置
さ
れ
、
早
く
も
20
年
夏
に

は
ひ
ま
わ
り
畑
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
巨
大

迷
路
の
開
設
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
、

様
々
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
企
画
力
と
市
民
に
対
す
る

発
信
力
や
動
員
力
を
有
す
る
ア
イ
デ
ィ

ア
社
が
事
務
局
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と

は
、
推
進
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
被
害
が
相
対

的
に
少
な
い
山
形
県
、
そ
の
中
で
も
特

に
感
染
者
の
少
な
い
庄
内
地
方
で
は
あ

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
去
っ
た
後
に
は
こ

う
し
た
種
が
、
さ
ら
に
大
き
く
咲
い
て

い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た 

循
環
型
農
業
の
推
進

戦
略
会
議
で
の
合
意
事
項
は
、
上
記

の
農
地
流
動
化
と
観
光
農
業
の
他
に
も

う
一
つ
あ
っ
た
。
畑
作
地
の
宿
命
で
あ

る
連
作
障
害
へ
の
対
処
の
た
め
、
地
域

内
畜
産
農
家
と
連
携
し
て
循
環
型
農
業

を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
・

月山ろく11-3団地

作物の生育状況を見える化したNDVI画像
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テ
ロ
ワ
ー
ル
の
中
心
的
な
理
念
で
あ
る

「
耕
畜
連
携
」
に
、
地
区
を
挙
げ
て
取

り
組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
だ
。

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
提
唱
者

の
（
故
）
松
尾
雅
彦
氏
は
、「
こ
の
美

し
い
月
山
高
原
を
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ

ー
ル
の
日
本
の
モ
デ
ル
に
し
た
い
ね
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
た
と
聞
く
が
、
そ
の

中
心
的
な
一
画
で
あ
る
11

-

３
団
地
に

お
い
て
、
農
業
者
が
そ
の
理
念
を
共
有

す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
感
慨
深
い
。

こ
れ
を
受
け
20
年
10
月
に
は
、「
月

山
高
原
農
地
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

理
念
は
「
循
環
型
農
業
の
輪
作
体
系
に

よ
る
美
し
い
農
村
景
観
（
農
地
）
を
構

築
し
、
次
世
代
へ
の
継
承
を
図
り
な
が

ら
、
月
山
高
原
エ
リ
ア
の
振
興
と
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

こ
の
農
地
委
員
会
に
も
、
佐
藤
測
量

設
計
事
務
所
の
岡
部
業
務
部
長
が
社
の

仕
事
の
枠
を
越
え
て
関
わ
っ
て
い
る
。

輪
作
の
実
施
状
況
を
ド
ロ
ー
ン
か
ら
把

握
し
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
て
見
え
る
化

す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
さ
ら
に
は
Ｎ
Ｄ

Ｖ
Ｉ
解
析
を
用
い
た
作
物
の
生
育
状
況

の
見
え
る
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

Ｎ
Ｄ
Ｖ
Ｉ
解
析
と
は
、（
農
業
経
営

者
の
皆
さ
ま
に
は
釈
迦
に
説
法
か
も
し

れ
な
い
が
）、
植
物
が
持
つ
太
陽
放
射
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ス
ペ
ク
ト
ル
反
射
特
性
を

利
用
し
、
ド
ロ
ー
ン
で
得
た
情
報
か
ら

植
物
の
成
長
密
度
や
活
性
度
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
手
法
だ
。
そ
の
結
果
を
Ｇ
Ｉ

Ｓ
で
図
示
す
る
こ
と
で
、
畑
ご
と
の
生

育
状
況
が
一
目
瞭
然
に
な
り
、
そ
も
そ

も
ど
の
畑
が
そ
の
作
物
の
生
育
に
適
し

て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
輪
作
や
施

肥
を
行
な
う
こ
と
で
生
育
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
出
る
か
、
随
時
把
握
で
き
る
。

委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://

gassan.aintecw
eb.com

/

で
は
、
秋

ま
き
小
麦
の
ゆ
き
ち
か
ら
の
生
育
状
況

の
違
い
を
公
開
し
て
お
り
、
こ
れ
は
現

地
で
手
元
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
を

開
き
現
在
地
を
確
か
め
な
が
ら
作
業
す

る
の
に
も
使
え
る
。

今
の
日
本
が
、
縦
割
り
や
前
例
に
縛

ら
れ
た
幕
末
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の

先
に
あ
る
の
は
再
度
の
明
治
で
あ
り
、

そ
こ
に
お
い
て
は
旧
来
の
枠
を
越
え
た

連
携
が
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
。

岡
部
氏
は
農
業
者
で
は
な
く
、
会
社

も
農
業
業
界
に
は
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
戦
略
会
議
事
務
局
に

参
画
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
農
業
分
野
に
お
け
る
応
用

可
能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
全
国
の

皆
さ
ん
の
周
囲
に
も
、
こ
の
よ
う
に
従

来
農
業
と
は
無
関
係
だ
っ
た
企
業
や
人

材
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
農
業
の
地
平

を
大
き
く
広
げ
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
・ 

高
田
三
兄
弟
の
挑
戦

月
山
ろ
く
11

-
３
団
地
の
中
に
、
ベ

ジ
パ
レ
ッ
ト
の
農
地
が
あ
る
。

１
９
８
３
年
生
ま
れ
の
庄
平
（
次
兄
）

と
89
年
生
ま
れ
の
耕
作
（
三
男
）。
合

わ
せ
れ
ば
「
庄
内
平
野
を
耕
作
す
る

ぞ
！
」
と
な
る
高
田
兄
弟
が
営
農
。
２

０
１
９
年
か
ら
長
兄
も
事
業
に
加
わ

り
、
兄
弟
３
人
で
畑
作
の
未
来
に
挑
戦

し
て
い
る
。

庄
平
氏
は
、
高
校
時
代
は
通
訳
を
目

指
し
、
米
国
に
も
留
学
。
大
学
卒
業
後

は
東
京
で
Ｉ
Ｔ
企
業
に
勤
め
、
シ
ス
テ

ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
を
し
て
い
た
が
、

も
っ
と
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
と
帰

郷
。
経
済
学
を
学
ん
で
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ョ
ッ

プ
で
修
業
し
た
弟
と
共
に
、
月
山
高
原

に
土
地
を
借
り
受
け
た
。
両
親
も
別
の

場
所
で
小
規
模
農
家
を
営
む
が
、
本
人

た
ち
に
農
業
経
験
は
な
く
、
実
質
的
に

は
「
Ｉ
Ｔ
業
界
経
験
者
に
よ
る
農
業
の

新
規
創
業
」
で
あ
る
。

ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
は
、
農
業
と
科
学
の

融
合
、
持
続
可
能
な
域
内
循
環
型
農
業

の
確
立
（
こ
れ
は
つ
ま
り
ス
マ
ー
ト
・

テ
ロ
ワ
ー
ル
の
実
践
で
も
あ
る
）、
農
業

と
教
育
の
融
合
、
農
業
と
観
光
の
融
合

を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
様
々
な
事
業
展

開
を
理
解
す
る
の
に
は
、
同
社
作
成
の

多
数
の
動
画
を
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブhttps://

w
w
w
.y
ou
tu
b
e.com

/u
ser/

V
egepalette

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

の
が
早
い
。

い
ず
れ
も
、
ま
る
で
プ
ロ
の
手
に
よ

る
映
像
作
品
の
よ
う
だ
が
、
庄
平
氏
が

自
分
で
、
傍
ら
に
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し

て
撮
影
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
筆
者

の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
に
ア
ン
テ
ナ
と
丸

い
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
付
い
て
い
た
時
代
に

育
っ
た
世
代
の
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
た

い
の
だ
が
、
彼
ら
は
黒
電
話
の
ダ
イ
ヤ

ル
を
回
す
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
な
く
て

も
、
ド
ロ
ー
ン
や
動
画
編
集
ソ
フ
ト
を

駆
使
す
る
こ
と
は
で
き
、
世
界
中
に
情

報
を
発
信
し
て
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
連

携
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
我
々
旧
世

代
が
、
彼
ら
の
や
っ
て
い
る
こ
と
と
、

そ
の
先
に
あ
る
未
来
を
理
解
す
る
の

は
、
幕
末
の
剣
術
師
範
が
渋
沢
栄
一
の

財
界
活
動
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
に

近
い
。
つ
ま
り
は
無
理
で
あ
り
、
し
か

高田庄平氏、2010年に就農、
18年にスマテロ参加
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も
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
勝
ち
取
る
の
は

彼
ら
で
あ
っ
て
当
方
で
は
な
い
。
我
々

旧
世
代
に
で
き
る
こ
と
は
、
彼
ら
世
代

の
迅
速
な
進
化
を
、
と
に
か
く
妨
げ
ず

応
援
す
る
こ
と
だ
け
だ
。
自
信
の
あ
る

方
は
、
勝
海
舟
を
目
指
す
の
も
一
手
で

あ
る
が
。

庄
平
氏
は
、「
こ
れ
ま
で
の
短
い
間

に
も
、
自
分
た
ち
は
、
新
規
就
農
者
が

や
り
そ
う
な
あ
ら
ゆ
る
失
敗
を
重
ね
て

き
ま
し
た
」
と
語
る
。
だ
が
彼
ら
は
、

失
敗
と
し
て
の
失
敗
を
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
成
功
に
向
け
た
失
敗
、
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
の
過
程
と
し
て
の
失

敗
を
重
ね
、
そ
の
経
験
を
科
学
的
に
解

析
し
て
次
に
つ
な
げ
て
い
る
の
だ
。

土
壌
分
析
・
生
体
分
析
か
ら 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す

農
業
は
年
を
サ
イ
ク
ル
と
す
る
の

で
、
農
業
者
一
個
人
に
と
っ
て
、
第
一

線
で
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
は
30
回
程
度
し
か
な
い
こ
と
に

な
る
。
そ
の
限
界
に
早
く
か
ら
気
づ
い

た
庄
平
氏
は
、
全
国
の
先
人
た
ち
や
同

志
た
ち
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
実
践
結

果
の
情
報
量
を
加
速
度
的
に
増
や
そ
う

と
志
し
て
い
る
。

連
携
先
の
筆
頭
は
、
山
形
県
の
内
陸

部
、最
上
地
域
の
真
室
川
町
に
あ
る
「
ワ

ー
コ
ム
農
業
研
究
所
」
だ
。
こ
の
会
社

は
、
山
形
牛
を
肥
育
す
る
畜
産
農
家
が

創
業
。
現
社
長
の
栗
田
秀
幸
氏
は
、
畜

産
の
副
産
物
で
あ
る
液
肥
を
使
っ
た
土

壌
改
良
を
、
科
学
的
な
土
壌
分
析
手
法

を
駆
使
し
て
コ
ン
サ
ル
し
て
い
る
。

そ
の
指
導
の
下
、
ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
で

は
化
学
肥
料
の
代
わ
り
に
畜
産
と
連
携

し
た
有
機
肥
料
を
導
入
。
作
付
け
前
と

収
穫
終
了
後
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
よ
う

に
畑
の
土
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い

る
。
加
え
て
、
土
壌
と
植
物
体
の
成
分

の
過
不
足
を
、
生
育
中
に
何
度
も
血
液

検
査
の
よ
う
に
定
点
観
測
。
同
じ
作
物

に
つ
い
て
、
改
良
し
た
畑
と
し
な
い
畑

で
の
同
時
栽
培
を
行
な
い
、
効
果
の
定

量
計
測
も
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
ど
う
い
う
肥
料
成
分
が

ど
う
い
う
環
境
要
因
と
絡
み
合
っ
て
、

良
い
結
果
、
悪
い
結
果
を
生
ん
だ
の
か

を
特
定
し
、
次
期
作
で
の
改
善
ポ
イ
ン

ト
を
策
定
す
る
、
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
が
回
る
。

日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
留
意
す
る
人
に

と
っ
て
人
間
ド
ッ
ク
や
血
液
検
査
が
有

益
な
参
考
情
報
を
与
え
る
の
と
同
じ

く
、
農
業
者
に
と
っ
て
も
こ
れ
ら
検
査

は
、
勘
や
経
験
に
基
づ
く
工
夫
を
邪
魔

す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
強
化
す

る
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
工
夫
の
結
果
、
単
に
収

量
を
増
や
す
、
病
害
虫
を
減
ら
す
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
用
途
に
応
じ
た
食
味

や
香
り
の
作
り
分
け
も
、
実
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

た
と
え
ば
ニ
ン
ジ
ン
（
ク
リ
ス
テ
ィ

ー
ヌ
）
の
栽
培
で
は
、
２
年
間
の
取
り

組
み
で
栽
培
方
法
に
改
良
を
加
え
、
糖

度
７
～
８
で
ニ
ン
ジ
ン
ら
し
い
香
り
を

残
し
た
加
工
品
向
け
と
、
糖
度
10
～
12

で
ニ
ン
ジ
ン
臭
さ
の
な
い
ス
ー
パ
ー
・

レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
を
、
収
量
は
共
に
10

ａ
当
た
り
６
ｔ
で
、
作
り
分
け
る
の
に

成
功
し
た
。
青
果
バ
イ
ヤ
ー
や
ス
ー
パ

ー
な
ど
か
ら
来
年
度
か
ら
の
取
引
依
頼

が
多
数
あ
り
、
東
京
の
超
高
級
ホ
テ
ル

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
採
用
さ
れ
、
売

上
は
共
に
10
ａ
当
た
り
90
万
円
と
な
っ

た
と
い
う
。

山
形
県
で
の
標
準
的
な
ニ
ン
ジ
ン
栽

培
で
は
、
農
薬
成
分
使
用
回
数
は
12
回
、

10
ａ
当
た
り
平
均
収
量
は
１
・
２
ｔ
で

あ
る
の
に
対
し
、
ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
で
は

農
薬
を
２
成
分
に
抑
え
つ
つ
収
量
５
倍

を
実
現
し
た
わ
け
だ
。
ち
な
み
に
「
鶴

岡
市
独
自
認
証
特
別
栽
培
農
産
物
Ⅱ

型
」
の
基
準
で
あ
る
「
農
薬
３
成
分
以

下
、
化
学
肥
料
不
使
用
」
も
ク
リ
ア
し

て
い
る
。

さ
ら
に
同
社
で
は
、
土
壌
の
物
理
性

（
硬
度
や
深
度
な
ど
）、
生
物
性
（
腐
植

の
状
況
な
ど
）
も
計
測
し
、
グ
ラ
フ
や

チ
ャ
ー
ト
な
ど
で
見
え
る
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
で
、
多
様
な
畑

土壌分析も見える化

ベジパレットの農場で毎年開催されている巨大トウモロコシ迷路
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作
物
の
栽
培
手
法
の
研
究
開
発
を
、

日
々
進
め
て
い
る
わ
け
だ
。

農
業
機
械
や 

農
業
用
Ａ
Ｉ
を
自
作
す
る

Ｉ
Ｔ
企
業
の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
タ
だ
っ
た
経
験
を
活
か
し
、
庄
平
氏

は
、
自
動
農
業
機
械
の
自
作
に
も
挑
戦

し
て
い
る
。
同
社
で
は
こ
れ
を
「
Ｄ
Ｉ

Ｙ
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ん
で
い
る
。

た
と
え
ば
、
位
置
情
報
を
利
用
し
て
パ

ソ
コ
ン
で
描
い
た
経
路
ど
お
り
に
走
行

す
る
機
械
や
、
気
象
デ
ー
タ
を
収
集
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
自
作
し
た
。

前
述
の
「
月
山
高
原
活
性
化
検
討
チ

ー
ム
」
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
巨
大
迷

路
は
、
ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
の
畑
で
行
な
わ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
こ
の
迷
路
は
、

ま
だ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
育
が
進
ま
な

い
う
ち
に
、
密
植
し
た
畑
の
中
に
こ
の

機
械
を
縦
横
に
走
ら
せ
る
こ
と
で
、
製

作
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
で
は
、
月
山
高
原
の

観
光
振
興
に
関
わ
っ
て
い
る
山
形
大
学

大
学
院
所
属
の
市
浦
氏
や
森
氏
と
も
連

携
し
、
様
々
な
自
作
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
作

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
教
育
に
応
用
す
べ

く
、
計
画
を
進
め
て
い
る
。

工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
の
世
界
で
Ｉ
Ｔ

技
術
の
活
用
が
事
業
の
核
心
部
分
に
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
農
業
経
営
者

に
と
っ
て
も
、
Ｉ
Ｔ
へ
の
最
低
限
の
理

解
と
そ
の
活
用
は
不
可
避
か
つ
緊
急
の

事
項
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
多
く
の
農
業

者
に
と
っ
て
は
、
農
業
機
械
や
農
業
関

連
Ｉ
Ｔ
機
器
と
い
う
の
は
、
業
界
外
の

事
業
者
か
ら
買
っ
た
り
指
導
さ
れ
た
り

す
る
も
の
で
し
か
な
い
。
逆
に
業
界
外

の
事
業
者
に
は
、
農
業
に
関
す
る
知
見

が
な
く
、
他
の
業
界
に
向
け
た
製
品
を

そ
の
ま
ま
農
業
に
持
ち
込
ん
で
も
う
ま

く
機
能
し
な
い
こ
と
が
多
い
。

ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
の
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
人
材

が
農
業
を
創
業
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ

う
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
、
一
気
に
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
事
業
革
新
を
進
め
る

鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
あ
す
の
農
業
専
門
家
」 

に
向
け
て

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
爆
発
的
な
ペ
ー
ス

で
農
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る

ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
。
庄
内
平
野
の
一
画
に

そ
び
え
る
、
羽
黒
神
社
の
大
鳥
居
の
横

の
平
地
で
は
、
湿
田
を
畑
に
転
換
す
る

事
業
に
も
挑
戦
。
輪
作
体
系
の
確
立
も

進
め
る
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー

ル
を
構
想
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
の
、

様
々
な
挑
戦
を
日
々
進
め
て
い
る
。

す
で
に
紹
介
し
た
彼
ら
の
動
画
サ
イ

ト
に
は
、
彼
ら
と
連
携
す
る
全
国
の
意

欲
あ
る
若
手
農
業
者
と
の
、
交
流
の
情

報
も
盛
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
30
代

以
下
、
デ
ジ
タ
ル
が
当
た
り
前
に
な
っ

た
後
に
育
っ
た
世
代
だ
。

彼
ら
が
農
業
を
創
業
し
、
事
業
を
拡

大
し
て
い
け
る
時
代
と
な
っ
た
の
も
、

後
継
者
の
い
な
い
農
地
の
流
動
化
が
当

た
り
前
と
な
り
、
か
つ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
向
け
た
競
争
で
は
な
く
、
価
格
＝

付
加
価
値
を
高
め
る
方
向
で
の
競
争

が
、
普
通
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
か
ら
だ
。
彼
ら
を
支
え
る
の
は
、

し
が
ら
み
な
く
い
い
も
の
を
購
入
す
る

プ
ロ
の
商
業
者
や
調
理
業
者
の
増
加
で

あ
る
。

こ
う
し
た
自
由
な
参
入
と
、
参
入
者

個
人
の
創
意
工
夫
の
余
地
は
、
今
や
製

造
業
で
も
商
業
で
も
な
く
、
む
し
ろ
農

業
に
お
い
て
こ
そ
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

庄
平
氏
は
、「
農
業
は
、
人
々
の
人
生

を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

信
じ
て
い
ま
す
」
と
語
る
が
、
こ
れ
は

時
代
の
風
を
真
っ
す
ぐ
に
受
け
る
多
く

の
若
者
も
共
有
す
る
実
感
だ
ろ
う
。

そ
う
語
る
筆
者
は
、
農
業
者
で
は
な

い
た
だ
の
地
域
振
興
評
論
家
で
、
元
は

山
口
県
の
工
場
町
の
、
化
学
メ
ー
カ
ー

勤
務
の
技
術
屋
の
次
男
だ
。

だ
が
ベ
ジ
パ
レ
ッ
ト
の
活
動
を
見
る

に
つ
け
、
故
郷
出
身
の
数
少
な
い
偉
人

で
あ
る
児
玉
源
太
郎
（
日
露
戦
争
下
、

合
理
的
な
戦
法
に
よ
り
旅
順
要
塞
を
陥

落
さ
せ
、
後
に
は
台
湾
総
督
と
し
て
現

地
の
人
材
育
成
や
殖
産
興
業
に
力
を
注

い
だ
）
の
、
名
言
の
一
つ
を
思
い
出
す
。

「
諸
君
は
き
の
う
の
専
門
家
で
あ
る
か

も
し
れ
ん
。
し
か
し
あ
す
の
専
門
家
で

は
な
い
」。
農
業
に
お
い
て
も
、
昨
日
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
明
日
に
は
ま
っ
た
く
通
じ

な
い
と
い
う
、
劇
的
な
変
化
が
、
む
し

ろ
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

だ
が
昨
日
の
専
門
家
で
あ
っ
て
も
、

昨
日
ま
で
の
知
識
経
験
と
、
そ
れ
に
明

日
へ
の
謙
虚
さ
が
あ
れ
ば
、
明
日
の
専

門
家
を
雇
い
、
育
て
、
あ
る
い
は
協
働

す
る
こ
と
は
で
き
る
。
月
山
高
原
に
、

農
業
×
若
者
×
Ｉ
Ｔ
の
恐
る
べ
き
進
化

の
今
を
学
び
、
明
日
を
予
想
す
る
こ
と

は
、
す
べ
て
の
農
業
経
営
者
に
と
っ
て

意
義
深
い
こ
と
だ
と
確
信
す
る
。

スマート・テロワール協会ではZoom
によるセミナーを毎月開催中。第9回
は9月9日（木）19時～、テーマ「陸前
高田市の東日本大震災からの復興と
これから」。地域エネルギー会社の設
立など、市民が自分たちの目線で進め
る今日の状況を話していただく。
参加費税込み1,000円（会員は無料）、
お申し込みはst99@nagai-inc.online
に空メール送信。

目指そう！我が町を
スマート・テロワールに

オンライン
セミナー


